
入 学 試 験 問 題 後
数 学

東 京 大 学 1994 年 度 理 系 （後 期）

入試数学アーカイブ 全 3 問

注 意 事 項

１ 試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

２ この問題冊子は全部で 5 ページあり，問題は全部で 3 問あります。落丁，乱丁

または印刷不鮮明の箇所があったら，監督者に知らせなさい。

３ 解答には，必ず黒色鉛筆（または黒色シャープペンシル）を使用しなさい。

４ 解答は，問題ごとに解答用紙の指定された箇所へ記入しなさい。

５ 解答用紙の指定欄に，受験番号，科類，氏名を記入しなさい。指定欄以外に，

これらを記入してはいけません。

６ 解答用紙の解答欄に，関係のない文字，記号，符号などを記入してはいけませ

ん。

７ この問題冊子の余白は，計算用に使用してもよいが，どのページも切り離して

はいけません。

８ 試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。
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第 1 問

正の整数mと k = 1, 2, · · · , mに対して 0 5 ak 5 kを満たす整数 a1, · · · , amがあたえられた

ときに
[am, am−1, · · · , a1]m = am · m! + am−1 · (m − 1)! + · · · + a1 · 1!

とおく．ただし am 6= 0とする．

(1) [m, m − 1, · · · , 1]m = [1, 0, · · · , 0]m+1 − 1を証明せよ．
(2) すべての正の整数は [am, am−1, · · · , a1]mの形にただ一通りに表示できることを証明せよ．

(3) nが 5以上の整数のとき n!
5 を [am, am−1, · · · , a1]mの形に表示せよ．
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第 2 問

一辺の長さが lの正方形の内部に半径 1の円が入っている．ここで l > 2とする．この円が図
のように正方形の角から出発して正方形の辺にそってすべらずに正方形の内部をころがる．た

だし円が正方形の他の辺に接すれば次にはその辺にそってすべらずにころがるとする．この円

の中心が最初にもとの位置にもどってくるまでの円周上の点 P の軌跡を考える．

(1) P の軌跡の始点と終点が一致するための lの条件を求めよ．

(2) lは (1)の条件を満たす最小の長さとする．このとき P の軌跡の長さのとりうる値の範囲

を求めよ．
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第 3 問

ある会社である工事を受注した．その工事はまず第 1工程，第 2工程，検査の順に行い，3つ
の作業はそれぞれ 1日を必要とする．検査では第 1工程，第 2工程に欠陥があるかないかがわ
かる．検査の結果第 1工程に欠陥があれば，工事は第 1工程，第 2工程ともやり直し，改めて
検査をする．第 1工程に欠陥がなく第 2工程のみに欠陥があれば，第 2工程のみやり直して検
査する．これらの作業は日曜日を除いて引き続いて行い，検査の結果第 1，第 2工程ともに欠
陥がなければ工事は終了する．各工程ではそれまでの経過とは独立に確率 pで欠陥が発生す

るものとする．月曜日から工事を始めた場合 n週間以内にその工事が終了する確率を P (n)と
する．

(1) P (1)を求めよ．
(2) P (n)を求めよ．
(3) p = 1

2 のとき 1 − P (n) <
1

1000 を満たす最小の正整数 nを求めよ．
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計 算 用 紙

（切り離さないで用いよ。）
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